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三菱広報委員会は 1964 年に設立された。現

在、三菱グループ企業 42 社により構成され、グ

ループ内外へ向けたさまざまな活動をおこなって

いる。その活動のひとつとして、アジア太平洋ユ

ネスコ協会クラブ連盟、社団法人日本ユネスコ協

会連盟と共催で、1990 年から「三菱アジア子ど

も絵日記フェスタ」（2005 年までの旧名称「三菱

IMPRESSION GALLERY アジア子供アート・

フェスティバル」）を展開している。

識字率向上から国際交流へ

本事業は、国連が「すべての人々が読み書きで

きる世界」をめざし、1990 年を国際識字年と定

めたことに賛同し始まった。日常生活を絵と文章

によって描く絵日記は日本固有の文化で、その普

及を目指した本事業はアジアにおける識字教育に

大いに貢献してきた。19 年にわたる活動により、

ベトナムでは現地語で「ENIKKI」となるなどア

ジア各国・地域で絵日記が定着、多くの子どもた

ちが身の回りの生活を絵と文章で表現している。

当初はアジアの識字率向上を目指した活動で

あったが、現在では、アジアの各国・地域の子ど

もたちの描く絵日記を通じて、子どもたちがお互

いの生活・風習を知り、相互理解を深めるという

国際交流の活動となっている。

48万を超える応募作品

「三菱アジア子ども絵日記フェスタ」では、ア

ジア各国の６歳から 12 歳の子どもたちから、身

の回りの生活を描いた絵日記５点を一作品として

募集し、各国・地域ごとにグランプリなどの入賞

作品を選考、表彰をおこなっている。これまで

1990 年から 2009 年までの間に９回の募集、選

考をおこない、アジアの 26 の国と地域から延べ

48 万を超える作品が寄せられ、日本からも３万

作品を越える応募があった。当初は日本に各国・

地域のグランプリ受賞者を招き表彰式や交流会

を開催していたが、第８期（2006 － 2007 年）で

は 2007 年７月に日タイ修好 120 周年を記念して

タイ・バンコクで開催、第９期（2008 － 2009 年）

は 2009 年７月にベトナム・ハノイで開催を予定

している。

日本国内では全国の主要都市でグランプリ作品
を中心とした展示会を開催、多くの方々に来場い
ただいている。作品を見た子どもたちからは、国
や地域は違っても同じような夢を持っていること
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への共感や、アジアには多数の文字があることへ
の驚きが寄せられ、相互理解の輪が広がっている。

2009 年の展示会は長野（９月 17 日～ 29 日）、

東京（10 月予定）、鹿児島（12 月 11 日～ 20 日）

での開催を予定している。

第１期から直近第８期までの受賞作品は、「三

菱アジア子ども絵日記フェスタ」ホームページ（下
記参照）で、ぜひご覧いただきたい。

生活、文化、民族映す絵と文章

今年までの 19 年間に寄せられた作品を見て、

「三菱アジア子ども絵日記フェスタ」の選考委員

長で日本画家の平山郁夫氏は、「アジアの子ども

たちの絵日記は、その国の生活事情や、政治、経

済、文化を如実に映します。そのため、内紛や戦

争、大災害などで国民がたいへんな思いをしてい

る時には、子どもたちの気持ちが絵日記に正直に

出てきます。また、地理的、歴史的な風土の環境

や民族性も出てきます。暑い国の子どもは原色な

どの鮮やかな色を使いますし、北の国の子どもは

中間色を使うなど、一人ひとりの個性ではなく、

それぞれのお国柄が出ていて大変興味深いもので

す」と語っておられる。

また、選考委員の１人である C.W. ニコル氏は、

「子どもの世界、子どもの目は、われわれ大人の社

会の率直な鏡です。自然が豊かで人間以外の生物

がたくさんいる社会では、絵やその色はとても生

きており、動きがあり、家族と一緒に行動する活

き活きした子どもたちがいます。一方、物があふ

れる社会では、コンピューターやおもちゃなどが

あふれるほど子どもたちが幸せになっているかと

いえば、そうでもないのです」と語っておられる。

＊

三菱広報委員会は、「三菱アジア子ども絵日記

フェスタ」を通じて、未来を担う子どもたちがお

互いのことを知り、理解しあうことにより、アジ

アの国と地域の交流の輪がますます広がっていく

ことを目指し、今後も本事業をさらに発展させて

いきたいと考えている。 ■

◆「三菱アジア子ども絵日記フェスタ」
http://enikki.mitsubishi.or.jp/index_f.html　

◆三菱広報委員会
http://www.mitsubishi.com/mpac/j/

絵日記展示会（2008 年北九州）

第１期・タイ（12歳・女子） 第３期・モンゴル（６歳・男子） 第８期・日本（10歳・男子）


